


 



◎　日時　　２０２２年　１０月１３日（木）　２２：３０～
◎　場所　　ZOOMにてオンライン開催

出席　：　３３名　／欠席　：　１６名　／委任　：　１０名　／計　：　５９名

会長 樋口

副会長 石川、木下、朝増、加藤、水出

監査 正藤、石原

全国事務 藤原、細目

総務 岩田、菊池、三上（芳）、武本、橋口、後藤

財務 羽村、毛塚、森

渉外 三上（和）、木村、坪井、林、槇、恩田

競技 中川、櫻井

技術 小野、歩浜、ショウスイ、横山

広報 田中、川口、渡辺、遠藤、有原、加島、フラビオ

配券 鈴木、八重樫、池本、保坂

事業 白井、菅野、高田、片山

統括 西原、山本

ブロック長 宮藤、手塚、恩田、藤井、中川、三上（芳）

庶務 飯塚、水口、山口、大坂、笹生

議長　：　加藤義人

書記　：　加島久乃　／議事録署名人　：　歩浜敏夫

❶各部報告

全国事務局
・通常の連絡業務を行いました。

総務部
・継続登録の準備中です。
・ほぼ書類の準備はできましたので、チェック後今週中に開始したいと思います。
　早目の手続きに皆様ご協力宜しくお願い致します。

財務部
・不正防止の為の月例残高照会を部員内で行いました。
・下記の振込を行いました。
　①10月競技会支援金
　②ギャラクシー広告掲載料
　③ギャラクシーチケット買取(SS3.5万円x8枚)
・JPCLカップの監査(石原・正藤先生)を受けました。(担当:毛塚先生)
・紳士録の入金が有りました。残り1件となりました。(担当:森先生)

❏　 第２９５回定例理事会 　❏



・雑収入(利息)が有りました。

渉外部
・統一全日本のエントリーを完了致しました。
・UK選手権のエントリーは各自でお願い致します。

競技部
・新規２組入会案内をしました。

技術部
・練習会に関する企画を検討中です。

広報部
・会報誌９月号を作成しました。
・統一全日本戦のJPCL広告を作成しました。

配券部
・１０月２日(日)の優待券２５名分を配券しました。
ご協力ありがとうございました。
・２０２３年JPCLカップの配券について
　例年通り配券担当は池本、今回補助に保坂先生に入っていただきます。
・統一全日本のチケットの販促をしていますのでご協力おねがいします。

事業部
・ブログ及びSNSの更新を行いました。

ブロック統括部
◎東関東第一 議事会内容はＬＩＮＥで通知しました。

新入会（アオタタカシ・カリン組）をＬＩＮＥに招待しました。
統一に車で行った場合の駐車券が出るのかの問合せありました。

◎西関東第一 特にありません。
◎西関東第二 特にありません。
◎南関東 特にありません。
◎北関東第一 特にありません。
◎北関東第二 特にありません。



監査部
・ＪＰＣＬカップの会計監査をしました。

庶務部
・特に報告事項ありません。

❷JCF理事会報告（木下）

２０２２年１０月１２日開催

○9月4日 JATD杯報告
・JATD様から協賛金10万円を頂き、黒字でした。
・JATD様からのスポンサー料の一部1万5千円を賞金としてボールルームとラテンの
　優勝者に追加しました。

○9月18日 ギャラクシー
・台風のため交通機関の乱れがありましたが、大きな影響はありませんでした。
　翌日、九州総局の先生方や選手の帰路が大変でした。
・条件付きですがJDCの選手が出場できました。
・ハッピータイムは２６名の参加がありました。うち３名が当日券を購入し最後まで観戦
　されました。
・当日、倒れられましたアマチュア選手が救急搬送されましたが大事に至らず会場に戻り
　観戦されました。また、会場に居合わせた医師の方、看護師の方に手助けを頂きました。
・チケット販売は、JCFの売券は良かったが、選手会の売券状況はあまり良くなくSS席
　１卓を買取って頂き代わりにA席２卓を選手席として渡しました。
（YouTube配信）
・今回、外部の募金はなしでJCF内の応援金とCMで行いました。多少の赤字です。
・ライブ配信１５１６名の視聴、チャンネル１００名増、リピーターと新規が半々でした。
（現在の総再生数3.5万人くらいで１万から1万８千円の収益）
・もっと収益化していくには著作権フリーの曲で配信できると良い。
・アンケートを実施。（回答55票） 以下、内容
　□回答年齢 　20～30歳代 19％
　　　　　　　　　　40～50歳代 40％
　　　　　　　　　　60～70歳代 41％
　□主にHPやツイッター、個人のブログなどのSNSで配信を知った。
　□ほとんどの人が配信が楽しみだと回答。
　□コロナ禍で会場に行けない人は感謝の言葉が多かった。
　□解説も楽しくて分かりやすいと好評。
　□ライブ配信はこれからも続けて欲しいとの意見や有料でも見たいとの意見も
　　 あった。
　□ダンス初心者は、個人のSNSから配信を知った方が多かった。

○10月2日 東京ダンス選手権報告
・プロ８４組／アマ１１９組で黒字でした。
・決勝だけでなく準決勝もマスク着用は、任意としました。
→ 今後の状況を踏まえ、予選からマスク着用の任意など検討していく。
・JPCL 無料招待チケットに選手会からの連絡に不備がありましたが、すぐに対応できた
　ので問題にはなりませんでした。トラブルになる可能性がありますので選手会は気を



　付けて下さい。

〇２０２３ 年競技会日程（予定）について
・1 月15 日 10 ダンス・シニアスター・ダイアモンドスター　都立産業貿易センター台東館５階
・2 月23 日 神奈川県ダンス 横浜市教育会館
・3 月12 日 ユニバーサル 飛天
・4 月23 日 前期東部日本選手権B＆L 都立産業貿易センター浜松町館４階
・5 月７日 埼玉県大会 イスコ上尾
・5 月21 日 前期東京選手権B＆L 都立産業貿易センター台東館５階
・6 月11 日 前期全関東B＆L 都立産業貿易センター台東館７階
・6 月25 日 全日本ダンス選手権 ホテル東日本宇都宮
・9 月10 日 JATD 杯後期全関東B&L 都立産業貿易センター台東館６階
（※JATD 杯のエントリー締切が１か月前になる予定）
・9 月17 日 ギャラクシー 飛天
・10 月15 日 後期東京選手権Ｂ＆Ｌ 都立産業貿易センター台東館７階
・11 月３日 統一全日本 飛天
・11 月未定 後期東部日本選手権Ｂ＆Ｌ 未定
・12 月3 日 群馬県ダンス 桐生市織物会館

〇アマチュアカテゴリー新設について
・１１月から８０ 歳代のセクションを追加

〇情報局より（著作権フリーの曲の検討）
・著作権フリーの曲をサブスクリプションで提供する会社を見つけ検討しているが、
　今のところ２０曲と音楽が少ない。
・これから競技会のライブ配信や競技会がSNS に上がってしまうことを考えると著作権
　フリーの曲で安心して行っていきたい。
・JBDF で作成しているCD を使わせてもらうことやJCF でCD の作成なども今後検討
　していきたい。

○統一全日本について
・選手が安心して活動していけるようにとマダム・ロー様より１千万円の協賛金を頂き
　マダム・ローカップとなりました。来年度のスポンサーも考えているとのこと。
・１位の賞金モダン・ラテン共に各５００万円、２位の賞金１００万円と変更になりました。
　以下の賞金は変更なし。
・タイムテーブルは、出来しだい連絡します。
・感染対策のため選手入口は『うずしお』のみとなります。また、健康チェックシートの
　提出や必要な方はトレーナー申請してください。
　詳しくは、ブロック連絡No.１５４を参照

（チケット販売について）
　□以下の残券がありますので選手会でも販売促進をお願いします。
　□残券 SS： ２７枚
　　　　1列目： ６枚
　　　　2列目：１８枚
　　　　3列目：２２枚
　　　　4列目： ５枚

○WDT ９月２５日に教師試験を行いました。
○NDB NDB＆SD合同パーティーがあります。
・NDB ：アマデモ３６名／チケット２００枚／トライアル９０



　　SD ： チケット１３０枚
・スポンサー賞金がチームマッチに２５万円、最優秀賞に２５万円がでます。

❸ABDC報告
今回会議が無かった為に報告はありません。

❹NDCJ報告
今回会議が無かった為に報告はありません。

❺その他
≪１０月２日の無料招待券チケットの連絡について≫
　　↳　ネットで個人的に調べて来場してしまったお客様がいた。今後その様なお客様に対して
　　　　どのような対応とするか、配券部にて対応マニュアルを検討し、次回理事会にて話し合い
　　　　をする事となった。

≪技術部からの提案≫
　※執行部へ提案書を提出済だが今回理事会では口頭にて説明（フラビオ）
　◎今行っている練習会をイベント化したい。
　・JPCLの選手を知ってもらう為の宣伝。
　・宣伝により競技会の集客に繋げたい。

（具体案）

　・コーチ等を呼んでレッスンやアドバイス　→　練習会　→　ミニコンペ（単科戦）
　・ミニコンペのジャッジをリモートで海外のコーチャー等にもお願いしてみたい。
　・国内のコーチャーは呼ぶorリモートでジャッジしてもらう等する。
　※但しジャッジ等を依頼したり等諸々の費用発生の問題が出てくるので話し合い要
　・１～６位まで決めたら、その理由・改善点等をジャッジから選手に直接伝えてもらう。
　・練習会のところをカメラを入れて撮影をして動画配信等したい。
　　↳動画等で宣伝して広まったら、そこに客入れ（業者等含む）をしていく

　以上の様な事を技術部と広報部で企画して、１年間テストとしてやってみたい。
　⇓

（質問・問題点）

　・ある程度の人数が集まらないと難しいと思うが、選手動員はどうするのか。
　　　↳　この案が通れば最初は少なかったとしても執行部からの呼び掛け等で積極的に参加して
　　　　　いってもらいたい。
　・集まる為には時間帯が問題になるのでは。
　　　↳　できるだけ多く集まれる時間帯を考えている。
　　　　　但しミニコンペ等をやるとジャッジの都合もあるので時間帯はこれから検討したい。
　・技術部の中の予算でこの計画は収まるのか。
　　　↳　選手会全体の為の事なので、不足したら会から費用を出してもらいたい。
　　　　　（実現したら交通費・宿泊費・カメラ等費用を具体的に計算するが今はおおよその計算）
　・以前競技会の様なものを選手会でやって欲しくないとJCF上層部から言われた経緯がある。
　　なのでこの案件についてはまずJCFに通すべきではないか。
　　基本的には良い提案だと思うので不要なトラブルを回避してから進めるなら進めて欲しい。
　　　↳　ミニコンペの順位発表自体は公表しない予定。あくまでイベントの中の非公式コンペなので



　　　　　厳密な競技会等の扱いとは別と思う。JPCLは独立した団体である事を考えれば、今の
　　　　　手詰まり状態の中、積極的な宣伝戦略を企画して実行していく事はトータル利益に
　　　　　繋がっていくのではないか。

　⇓
諸々問題や疑問はあると思うがとりあえず一度テストとしてやってみたい。
とりあえずやってみないとかかる費用や関係者の反応が分からないので、来月ラテンの
練習会の時に試させてもらう・話し合いをさせてもらいたい。
　　⇓
採決としてとりあえず実験的にやってみる事で賛成多数にて可決
※予算会議や総会の決議等必要なのでまずは練習会が決まったら連絡待ちとなった。

≪JCFの理事会報告の統一全日本の事について≫

　（執行部からの連絡）
　・JCFと財団の２団体だけになってしまった。
　　チケットやジャッジの比率や割合、券売能力や選手人数等で諸々問題点が出てきている。
　　その件について現状選手が皆どう思っているのか意見を聞きたい。
　　ブロック会議で議題に挙げ、会員の意見等を来月の理事会で発表してもらいたい。

　　⇓
それぞれの意見を吸い上げてこれからの方向性を判断する

　・今回チケットの一部を選手会で補填するという事に関して執行部に一任してもらえるか。
　（理由）今までこれといった対策をとってこなかったという反省点はあるが、今回は日数ももう
　　　　　　少ない状況で売行きが芳しくない。

　　↳　基本的には期限までに販売努力はするという前提で賛成多数にて可決。

　・今後の運営等の問題や疑問について、選手会から要望書のようなものを提出は考えている。

≪JPCLカップ監査報告≫
　監査担当の石原先生より収支報告書について適正かつ妥当であるとの報告を受けた。
　（財務部からの報告書や領収書等も確認済）

≪２０２３JPCLカップ実行委員会≫
　（池本先生より）この後実行委員会を開催するので実行委員は残ってほしい。

※１０月２５日に統一全日本のチケットについての緊急臨時理事会が開催されました。
　臨時理事会の為議事録は広報部預かりとさせていただきます。
　詳細の確認が必要な場合は会員に限り閲覧可能とさせていただきます。

★次回理事会は２０２２年１１月１０日（木）22：30～ZOOMにて開催予定。

議事録署名



10月28日開催 第70回ABDC会議議事録 

 

議事録署名人：朝増拓哉    書記：花田諭    議事進行：樋口暢哉 

 

参加者（出席者☑︎，委任者に委） 

最高顧問 □ 稲川素子  顧問 □ 冨田圭潤 

顧問弁護士 □ 正田光孝  顧問税理士 ☑︎ 池田奈智 

☑︎ 樋口暢哉 ☑︎ 小林恒路 ☑︎ 森脇健司 

☑︎ 正藤隆史 ☑︎ 三信真樹 ☑︎ 寺門駿 

☑︎ 花田諭 ☑︎ 木下聡明 □ 貫名強 

☑︎ 西尾浩一 ☑︎ 及川珠里 ☑︎ 朝増拓哉 

□ 橋本悠 ☑︎ 松岡佑紀 ☑︎ 新井健伊稚 ☑︎ 加治屋貴士 

☑︎ 加藤義人 ☑︎ 上脇友季湖 □ 毛塚陽康 ☑︎ 近藤誉仁 □ ShaoShuai 

□ 鈴木佑哉 □ 末安祐一郎 ☑︎ 加島久乃  

☑︎ 石川浩之 □ 箱田翔次郎 ☑︎ 染谷修平  

☑︎ 大下修弘 □ 斉藤達哉 ☑︎ 水出光 

委 歩浜敏夫 □ 大坂宜史 □ 田中航介 委 三上和久 

□ 中川真仁 □ 溝上正幸 

 

☑︎ 佐藤圭助(JBDF北海道) □ 秋山真悟(JBDF北海道) 

☑︎ 都築順也(JBDF中部) 

☑︎ 正谷恒揮(JBDF西部) ☑︎ 白石和也(JBDF西部) ☑︎ 松本英之(JBDF西部) 

□ 外村秀夫(JBDF九州) 

□ 徳田博憲(JCF北海道) □ 松田時和(JCF中部) □ 池澤大輔(JCF西部)  

□ 安藤裕一(JDC中部) □ 新海晋也(JDC中部) 

□ 河合祐介(JDC中部) □ 阪野清人(JDC中部)  

□ 鈴木肖生(JDC西部) □ 金谷仁(JDC西部) □ 柴田悠貴(JDC西部) 

□ 倉地宏治(JDC九州) □ 岸本真臣(JDC九州) □ 松本達明(JDC九州) 

 

【各選手会からの現状報告】 

●EJBDF選手会長 小林恒路より 

8/28 Dance EXPOが新たな企画として開催された 

来年以降に反省点を活かす 

9/23,24 大阪にて全日本があったが、台風の影響で出場できない選手もいるなどあった 

マダムローカップ統一全日本ダンス選手権が控えている 

11/27 東部連盟70周年イベント 

2023/1/29 東京ボールルームダンスアカデミー 

 

●JCDC会長 森脇健司より 

9/23 フリーダムズカップ無事終了 

村田組、加治屋組が引退 

11/20 バルカーカップ 

12/11 JDC10ダンス選手権が控えている 

 

●JPCL会長 樋口暢哉より 

9/18 ギャラクシーマスターズ終了 

マダムローカップ統一全日本ダンス選手権に向けて頑張っているところ 



【各部報告】 

●経理部（正藤隆史部長） 

東京都の最低賃金が1,072円に引き上げられた為、事務員の手当を1,075円とした(執行部の了承済み) 

 

●総務・統括部 

 総務担当：花田諭 

 事務員の井上先生がスポンサーからの問い合わせに対応→詳しくはその他にて 

 

 統括担当：西尾浩一 

 通常通り連絡業務を行った 

 

●企画・事業部（橋本悠部長） 

特になし 

 

●渉外部（鈴木佑哉部長） 

特になし 

 

●広報部（石川浩之部長） 

各種SNSの管理・更新を行った 

 

●監査（大下修弘監査役） 

年明けに監査を行う予定 

 

【その他】 

●NDCJ管理委員会報告 

10/24開催(及川・水出出席) 

マダムローカップ統一全日本ダンス選手権に関する選手にまつわること 

・トレーナーに関する事前連絡 

・当日の動線に関すること 

・HPに審査員を掲載 

会員連絡にて連絡済み 

 

9/18 ギャラクシーマスターズ開催 

JDC10組，JBDF25組が出場 

 

JBDF選手権 

台風の影響により会場に着くことが出来なかったり、新幹線に長時間閉じ込められた選手もいた 

 

ダンス界活性化委員会 

若い世代がWDSF寄りの踊りになっている 

その下の世代にイングリッシュスタイルを浸透させていきたい 

 

JDC選手のWDC登録の方法について、NDCJ/Uのような受け口を作る案が出ていたが、それについては話が進展

せず保留 

 

WDC世界ボールルーム選手権 橋本・恩田組、福田・エリザベス組 派遣 

WDCラテンアメリカン選手権 森田・小和田組、正谷・齋藤組 派遣 



WDCの審査員になる場合、3年連続で登録していないと権利を得られない 

 

3/18 学連OBOG戦開催予定 

 

 

●JDC関連 

バルカーカップにはアマチュア選手も出場可能 

審査員は日本人をコーチングしていない人を選ぶなど、対外的に見て公平であろうメンバーを選定している

模様だが、WDSFの審査員も含まれるような話もある 

 

バルカーカップはWDOとは関係がなく、来年のアジアオープンはWDOの競技会として行われる予定 

2020年にコロナの影響で開催することが出来なかった際に、その時に招聘されていた審査員をメインに構成

される予定 

 

 

●ABDCの今後について 

 

今後スポンサー枠は一度なくすこととする 

ABDCやダンス業界の現状を考えると、スポンサー様にお応えできることがないように感じられる 

 

NEW LOD様には、スポンサードに対して十分にお応えできなかったことについてお詫びしつつ、スポンサー枠

を設けないことを決定した旨をお伝えし、今後改めて選手会とWIN-WINになる何かが出来るのか話し合う姿勢

は伝えた方が良い 

 

 

賛助会員の方々には、なかなか活動が出来ていない現状をお伝えしつつ、更新のお願いは郵送する 

→新たなABDC運営委員が決定してから郵送作業を行えば良いのでは 

→いずれにせよ執行部名義で賛助会員の方々に活動報告の書面は年内に送る 

 

 

●11/21開催 NDCJ管理委員会出向者選出 

樋口、小林、森脇 

 

 

 

議事録署名人 

 





 

※ コラムに関するご意見がありましたらＦＡＸ･郵便又は、メールで著者へ送ってください。 
 

(匿名可) yanagidadance1995@gmail.com 
 

 ９月２７日、安倍元総理の国葬が日本武道

館で行われ、千代田区の九段坂公園では一般

献花が受け付けられました。 

 当日の朝９時、近所の花屋で予約していた

花束を受け取った私は大キライな地下鉄を乗

り継いで九段坂公園に献花に向かいました。 

 実は私は地下が大キライで、車を運転して

首都高の地下(トンネル)を走るのもイヤです。 

 花屋さんからは「白い菊の花は全部東京に

集められているようで、一本も手に入らなか

った」と言われていたので、ずいぶん多くの

人が献花に訪れるだろうとは思っていました

が、実際に献花のために集まった人の行列は

私の想像をはるかに超えていました。 

 私は行列に並ぶのが地下と同じくらい大キ

ライで、普段は絶対に並んだりしません。  

 その私が地下鉄半蔵門駅を出て大キライな

行列の一番後ろに並んだのは、ちょうど献花

の始まった１０時でしたが私が献花台に献花

できたのは２時間後の１２時でした。 

 国葬当日は平日であったにもかかわらず、

若い人がとても多かったのが印象に残ってい

ます。特に若い女性が多かったと思います。 

 多分、仕事のために献花に行けない旦那さ

んから頼まれて来ている人も多かったのでは

ないかと私は考えています。  

 国葬に反対する人たちは「国葬は弔意を強

制することになるのでやめるべきだ」等とい

うバカなことを言っていましたが、この連中

は自分たちの矛盾に気が付いていません。 

「国葬反対」と叫ぶことができているという

ことは弔意を強制されてはいないのです。  

 今回、国葬に反対した連中は、国葬に反対

することで生前の安倍元総理の政治的功績を

貶めようとしているのです。  

 そして、その連中の一部は、日本国内の各

国の大使館に「国葬に参加しないで下さい」

との要請まで行っていたのです。  

 しかし「安倍元総理が国を愛し、射殺され

る瞬間まで国のために働いたことに対しては

政治信条が異なる人たちも敬意を払うべきで

ある」と言い返されただけでした。 

 指導者に対する批判が自由にできるのは民

主主義の下では当然のことであり、いくら議

論が白熱しても構わないと私は考えています。 

 しかし、日本には伝統的に「死者に鞭打つ

べきではない」という倫理感があります。  

 一方、中国や朝鮮の倫理観は違います。 

２０２０年、台湾の李登輝元総統の逝去の際

中国共産党は「この政治家は中国の歴史の中

で数千年の悪臭を放つ」と言い放ちました。  

 又、中国や朝鮮半島には「水に落ちた犬を

打つ」「死んだ人の墓を掘り返して遺体を傷つ

けて恨みを晴らす」という風潮があります。  

 今回国葬に反対した連中のアタマの中は日

本の文化や倫理観、そして遺族に対する心情

が全く欠如していると私は考えています。  

 国葬にかかる費用を声高に論じたり、国葬

への招待を断って欠席する旨をメディアに喧

伝すれば次の選挙で票が増えるとでも思って

いるのであれば大間違いなのです。 

 国際社会における日本の地位を飛躍的に高

め、諸外国の首脳からの敬意を勝ち得た日本

史上唯一の指導者安倍元総理の「非業の死」

に際して国葬を執り行ったことは当然である

と私は考えています。 

コラム（２１９） 

『国葬』 
           柳田 哲郎 



 

#027 「カップルのケンカ」 

カップルの皆さん、ケンカしてますか？（私たちは今までケンカしたことありません）

一般的にダンスでなにか上手くいかないとき、言い争いが始まります。それがこじれてし

まいケンカになるようです。誰もケンカしたがっている人はいないと思いますが、なぜケ

ンカになってしまうのでしょう。 

例えば「もっとちゃんとリードしてよー！」「リードしようと思ってたのに勝手に動くん

だもん」「だってリード待ってたら間に合わないじゃん」「スピードがないからじゃね？」「だ

いたいいつもリードが強（弱）すぎるのよ」「俺はちゃんとやってるよー」「あんなんじゃ

分からないわよー」「なにぃ（怒）…」よくある悪循環ですね。 

対処方法としては、まず原因をはっきりさせましょう。どうすればいいかの案をそれぞ

れでいくつかだします。それを一つ一つやってみてください。一番感触が良いものを見つ

けるのです。その場で正解をだす必要はありません。あとで先生に聞いて答え合わせをす

ればいいのです。こじれそうなところはとりあえず後回しにするのも一つの手。自分たち

で 1時間もめて答えがでなかった問題も先生なら 5分で解決してくれます。話し合いは有

意義でもケンカまでいったら有害無益です。 

ダンスに疑問を持つことは、上達の上でとても大切なことです。最初から先生に聞かず、

まず自分たちで考える。それから正解を聞いたほうが理解しやすいです。学校の勉強と同

じで、答えだけではなく解きかたを理解し、応用できるようにしないといけません。 

多くのケンカの場合、両方とも正しいことで争っていることがほとんど。「私は合ってい

る」「俺は間違ってない」その通り！それでも上手くいかないことが多々あるのです。 

だから先生が必要になってきます。話しを大きくすれば、多分戦争もそうなのでしょう。

どちらが悪いとかではなく、それぞれの国の正義を振りかざし戦っているのだと思います。

どこかが先生役になってくれれば良いのですが… 

ダンスの問題は自分たちだけで解決しようとしても、どちらか一方が妥協するだけです。

上達のためには疑問を持ち、探求することは必要です。でもケンカになると貴重な時間が

もったいないですよー。お互いにもっと相手のことを考えられれば険悪なケンカにはなら

ないはず。大切なパートナーと仲良く有意義な練習をしてください。。。 

イシカワヒロユキダンススタジオ blog 

                               







名前 電話番号 FAX

村野元力男 092-271-3654 092-271-3655

812-0018

【東部】

藤井　洋介 03-6424-9580 （兼用）

144-0051

天野 博文 03-6303-4345 03-6303-4344

石川　浩之 042-642-1056 （兼用）

192-0081

遠藤　知美 048-977-8833 （兼用）

343-0002

大塚　出 042-319-1583 （兼用）

183-0056 府中市寿町 1-3-10　藤和府中コープ206

海宝　修 03-3442-1957 （兼用）

141-0022

木下　聡明 0422-39-3770 0422-09-3780

180-0023

一村　浩祐 03-3630-4976 03-3820-1880

135-0033 江東区深川 2-5-1　2F

毛塚　鉄雄 03-3371-8661 03-3371-8667

169-0073

越川　真人 0296-22-6462 （兼用）

308-0021

児玉　光三 03-3984-0456 03-3984-0766

170-0005

小林　福美 03-3397-4065

167-0042

石原　正三 03-6279-9557 （兼用）

167-0051

鈴木　一朗 03-5420-2038 03‐5420‐2087

150-0013

埼玉県越谷市平方 1278　MTビル2F

海宝ダンススクール

スズキイチロー・ダンスアカデミー

杉並区荻窪 5-27-8　タイガープラザ3　8F

小林福美ダンススタジオ

新宿区百人町 2-11-25　新戸山ビル4F

アマノダンスアカデミー

e-mail    hk_amano@nifty.com

イシカワヒロユキダンススタジオ

八王子市横山町 3-6　JEビル8F

【個人】　　教室名／郵便番号／住所

　　協賛紳士録

ダンス教室８

福岡県福岡市博多区住吉 3-14-6　第2ガーデンビル3F

アーサーマレーサウス東京

大田区西蒲田 6－32－13　月村マンション1F

豊島区南大塚 3-44-11　フサカビル3F

杉並区西荻北 3-21-13　吉野ビル2F

ケヅカテツオダンスアカデミー

茨城県筑西市甲 240

M.トモミスポーツダンスクラブ

大塚出ダンススクール

コシカワダンススクール

木下ダンスワールド

武蔵野市境南町 2-7-20　ダイアパレス武蔵境第2　2F

サード・ダンススクール

コダマ・ボールルームダンス・スタジオ

品川区東五反田 5-27-10　野村ビル10F

渋谷区恵比寿 1-22-8　ヤマベビル3F

毛塚ダンスアートアカデミー



名前 電話番号 FAX

中村　栄子 046-252-8711 （兼用）

252-0004

世古宗弘一 0289-62-5557 （兼用）

322-0071

山野　清史 03-3366-2005 03-3366-2105

169-0075

岸本　真 0476-44-7033 （兼用）

247-0056

中泉　繁 03-5330-5157 （兼用）

164-0003

大屋　勝博 048-945-8960 （兼用）

342-0056

千田　修治

西原　光熙 042-319-9967 （兼用）

183-0055

藤原　全史 042-312-4434 （兼用）

185-0012

伊藤　武 042-375-2020 042-375-2062

206-0011 多摩市関戸 2-40-23 SIビル7F

正藤　隆史 03-6806-1631 03-6806-1632

120-0036

宮嶋　秀行 03-3327-2331 （兼用）

168-0064

柳田　哲郎 045-311-3445 045-311-4227

221-0823

矢部　行英 0282-20-8801 0282-20-8802

328-0012

渡辺　勝彦 03-3707-9053 （兼用）

158-0096

栃木県栃木市平柳 1-32-13

正藤ダンススクール

　　協賛紳士録

【東部】　　教室名／郵便番号／住所

神奈川県横浜市神奈川区二ツ谷町 1-1　杉山ビル2Ｆ

ダンススペースオオヤ

セコムネダンスフィールド

高田馬場山野ダンススクール

ダンススタジオキシモト大船

新宿区高田馬場 4-6-6　カスケード璃4Ｆ　401

スタジオＭ＆Ｅ

神奈川県座間市東原 3-13-26

栃木県鹿沼市見野 666-25

鎌倉市大船 1-23-26　ニュー大船ビル

ダンススタジオナカイズミ

千田修治ソシアルダンスカンパニー

ニシハラコウキダンスアカデミー

マイダンススクール

柳田ダンススクール

矢部行英ダンスカンパニー

渡辺勝彦ダンス教室

ミヤジマヒデユキダンススクール

杉並区永福 3-57-19　東都永福ビル2Ｆ

埼玉県吉川市平沼 1-10-9-2F

フジワラダンスアカデミー

国分寺市本町 3-11-1　第8千代鶴ビル4Ｆ

世田谷区玉川台 2-3-12　金谷ビル2Ｆ

足立区千住仲町 19-5　北千住慶寿苑ビル2Ｆ

府中市府中町 1-29-2　花輪ビルＢ1Ｆ

中野区東中野 1-50-4　日進ビル3Ｆ



名前 電話番号 FAX

大野　正幸 0123-33-0239 （兼用）

061-1444 恵庭市京町70番地 友保ビル2F

高田　寛也 0142-22-0654 （兼用）

052-0021

斎藤　正志 022-214-2014 （兼用）

980-0021

関本　政義 018-874-2274 （兼用）

018-1516

小林　康子 017-777-3794 （兼用）

030-0801

藤森　秀昭 017-735-5940 （兼用）

030-0812

村上　勝彦 075-464-5027 （兼用）

602-8286

本田　善久 092-643-1539 （兼用）

812-0053

富田　宗嗣 092-401-9515 （兼用）

810-0004

木村　美紀 083-949-1083 （兼用）

753-0211

青森県青森市堤町 1-9-7　じゅん2Ｆ

青森県青森市桂木町 2-9-17

【北海道】　教室名／郵便番号／住所

　　協賛紳士録

大野ダンススクール

秋田県南秋田郡井川町浜井川字荒田堰 20-3

ダンススタジオ小林

宮城県仙台市青葉区中央 4-9-8　渡辺ビル2Ｆ

セキモトダンススタジオ

高田ダンスセンター

伊達市末永町 43-5　ＮＫ松浦ビル2Ｆ

サイトウダンスアカデミー

【東北】

【九州】

メール（jpclkouhou2020@gmail.com)にご連絡お願いします。

ダンススタジオｉｎｇ

福岡県福岡市東区箱崎 2-41-7　メモリアル箱崎ビル2Ｆ

トミタボールルームダンスアカデミー

福岡県福岡市中央区渡辺通 1-10-1　四十川ビル2Ｆ

ミキダンススタジオ

山口県山口市大内長野 1086-2

会報誌【DANCING】広告、紳士録掲載のお願い

掲載の申し込み、内容の変更（住所、電話番号、名前等）掲載取消の場合は

【西部】

ＣＯＣＯエレガンス総合ダンス学院

京都市上京区千本通中立売上げる玉谷町34 かつらぎガスビル2階

藤森ダンススタジオ



広告や紳士録への掲載のご協力をいただきまして誠にありがとうございます。
より一層に内容充実を計り、企画や発行活動を行ってまいりますので
引き続き掲載をご継続の程何卒宜しくお願い申し上げます。

■　広告
◆掲載期間　　：　2022年7月から2023年6月まで1年間（年12回予定）

◆配布対象　　：　団体会員・購読会員・選手会会員

◆データ容量　：　１.５MB～２MB 位

広告 色・サイズ 寸法 価格 年間契約(12回)

カラー　1　頁 257mm×182mm \6,000/回 ¥60,000

白黒　　1　頁 257mm×182mm \4,000/回 ¥40,000

カラー　1/2　頁 128mm×182mm \3,000/回 ¥30,000

白黒　　1/2　頁 128mm×182mm \2,000/回 ¥20,000

■紳士録
◆掲載費　：　年間価格（12回）　\3,000

※内容変更（住所・電話番号・経営者等）、掲載の取り消し、新規お申込みは

 jpclkouhou2020@gmail.com  にご連絡ください。

☞ 欠場届
ＪＣＦ競技会事務局 ※スマートフォン等QRコード読取り

TEL＆FAX　03-5421-8223 で利用できます。

☞ 海外渡航届
総務部 橋口正臣（正藤ダンススクール）
TEL　090-1798-5186 / FAX　048-982-5648

☞ 引退、退会届
総務部 岩田亮二（ツチヤダンスガーデン）

   （各種届出変更） TEL＆FAX　044-822-3242

☞ 理事会委任
総務部 岩田亮二（ツチヤダンスガーデン）
可能な限り　LINE　でお願いします。

☞ レンタルドレス問い合わせ
総務部　武本理絵（ユーロダンスファッション）

   （JPCLのドレスのみ） TEL＆FAX　03-6279-9968

広告・紳士録掲載の御礼

新規広告・紳士録掲載のお願い



 

会報誌【ＤＡＮＣＩＮＧ】広告、紳士録掲載のお願い 

広告、紳士録掲載の申し込み、内容の変更、掲載の取り消しの場合は

メールにてご連絡お願い致します。   

E-mail:jpclkouhou2020@gmail.com 
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